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１．小牧市水道事業の現況
1.1 小牧市の水源
各家庭や企業⽤にご利⽤いただいている水は、横内地区周辺を中⼼としている地下

水（自己水）と愛知県から購入した水（県水）で構成されています。

自己水
市内の地下水を水源とし、市内の
浄水場等で浄水処理をしています。

県水
岩屋ダム（岐阜県）を水源とし、
⽊曽川表流水を⽝⼭浄水場で浄
水処理をしています。
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自己水
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総配水量
19,680,695㎥

水源の割合（令和６年度実績）



１．小牧市水道事業の現況
1.1 小牧市の水源
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１．小牧市水道事業の現況

1.2 小牧市水道事業の給水状況
傾向令和6年度令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度

148,674149,206150,188150,684151,920⾏政区域内⼈⼝（⼈）

148,597149,128150,106150,601151,837給水⼈⼝（⼈）

→99.9599.9599.9599.9499.95給水普及率（％）

71,36270,85170,66870,19369,706給水⼾数（⼾）

19,680,69519,577,52719,743,25519,986,42620,301,628総配水量（㎥）

18,013,73418,001,31218,285,60618,588,64518,862,511有収水量※（㎥）

91.5391.9592.6293.0192.91有収率（％）

※有収水量︓料⾦収入の対象としてメーターなどで把握している水量のこと。
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・給水⼾数は増加しているが、給水⼈⼝、有収水量が減少している



１．小牧市水道事業の現況
1.3 小牧市の水道料⾦
1）水道料⾦表（１ヶ⽉、消費税込）

超過料金（1m3につき）基本料金
61m3超41〜60m321〜40m36〜20m30〜5m3区分

192.5円165円132円82.5円

660円13mm

口
径
別

1,100円20mm
1,540円25mm
2,750円30mm
4,180円40mm
6,820円50mm

15,400円75mm
25,850円100mm
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逓増制︓たくさん使えば使うほど単価は⾼くなる仕組み
⇒ 節水の促進、生活⽤水は安く



１．小牧市水道事業の現況
1.3 小牧市の水道料⾦
2）水道料⾦の県内他事業体との⽐較（φ13㎜、１か⽉、消費税込）

県内43事業体中

⼀般家庭需要（⼝径︓13㎜）

⽉10㎥使⽤の場合
9番目に安い

⽉20㎥使⽤の場合
3番目に安い
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小牧市の水道料⾦は県内でも低水準

1,072 

1,870 

1,235 

666 

1,897 

3,498 

2,465 

1,479 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

小牧市 県内最⾼ 県内平均 県内最低

円

2022(R4)

⼀般家庭需要水道料⾦⽐較（Φ13mm）・消費税込

10㎥

20㎥



2．小牧市水道事業ビジョン・経営戦略
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2.1 「小牧市水道事業ビジョン・経営戦略」策定の経緯

①総務省から、令和７年度までに経営戦略を⾒直して、近年の物価上昇や⼈⼝減少、
⽼朽化対策と しての更新費⽤を⾒込んで反映するよう指⽰があった。

②令和5年10⽉、愛知県が県水（県から自治体に売る水）の値上げを発表

③令和７年1⽉「小牧市水道施設整備計画」を策定（計画期間︓20年間）
・将来需要を⾒通し、課題を抽出・整理し、合理的な整備更新計画をとりまとめる。
・水道事業を維持していくために今後20年間に必要な更新⼯事や費⽤が判明

〇水道事業ビジョン︓事業運営にあたって目指すべき⽅向性や実施施策を⽰すもの
〇経 営 戦 略 ︓中⻑期的な経営の基本計画。計画期間は１０年で５年に１回⾒直し

令和８年３⽉に上記を反映した「小牧市水道事業ビジョン・経営戦略」を発⾏しました。
（計画期間︓令和８年から令和17年までの10年間）



2．小牧市水道事業ビジョン・経営戦略

2.2 基本目標・施策体系
小牧市水道事業の将来像を「安全な水でくらしをささえ、未来へつなぐ小牧の水道」 と定めました。
その実現⽅策として、３つの基本目標（安全、強靱、持続）の観点から、基本施策、主な施策をとりまと

めた施策体系を作成しました。
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将来像
安全な水でくらしをささえ、未来へつなぐ小牧の水道

主な施策基本施策基本目標
①水安全計画の運用
②水源水質の監視

1. 水質管理体制の強化及び情報公開

安全
安全・安心な水道

①自己水源の維持管理の持続2. 安定水源の持続
①漏水防止対策3. 管路の安全の確保
①施設の⻑寿命化・更新 ②適正な管路更新
③効率的・効果的な管路整備

4. 施設の適正な維持及び整備

強靭
災害に強く安定した水道

①重要管路の耐震化の推進
②応急給水・応急復旧体制の充実 ③市⺠との連携

5. 危機管理体制の強化

①⺠間活⼒の導⼊検討 ②広域化の研究
③アセットマネジメント手法による適正な資産管理
④収益の確保と経費の削減

6. 財政基盤の強化

持続
次世代へつなぐ持続可能
な水道

①技術の継承7.組織⼒の向上
①窓口サービスの向上
②情報提供の充実

8. お客さまサービスの向上

強靱

安全・安心
な水道

災害に強く
安定した水道

持続
次世代へつ
なぐ持続可
能な水道

安全



2．小牧市水道事業ビジョン・経営戦略

2.3 経営目標
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経営戦略を策定するにあたり、基本目標をもとに、次世代へつなぐ持続可能な
水道を実現するため、事業の健全性維持を目的として、４つの経営目標を設定し
ました。

①単年度純利益の継続 ： 収益的収支において純利益（黒字）を維持

②適正料金の確保 ： 料金回収率100％以上

③内部留保資金残高の確保 ： 20億円程度を確保

④老朽管の更新 ： 20年間の平均で管路更新率1.0％



２．小牧市水道事業ビジョン・経営戦略

2.3 経営目標①︓単年度純利益の継続
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(税抜)(単位：億円)

R2 R3 R４ R５ R６

収益的収入 28.60 28.22 27.95 27.96 27.77

収益的支出 24.80 24.23 25.22 26.62 26.28

純損益 3.80 3.98 2.74 1.34 1.49

3.80 3.98 
2.74 

1.34 1.49 

0

2

4

6

R２ R３ R４ R５ R６

(億円）

将来の投資の原資となることからも純利益の継続を基本とします。

黒字決算を継続しているものの、物価高騰等の影響で純利益の額は徐々に減少しています。



3．水道事業ビジョン・経営戦略の進捗状況

2.3 経営目標②︓適正料⾦の確保
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料金（供給単価）だけでかかる費用（給水原価）を賄えているかどうかを
判断する指標となるため料金回収率を100%以上とします。

水道料金で費用を賄うためには100％以上を確保する必要がありますが、令和６年度は
100％を下回りました。

〇料金回収率（％）＝供給単価÷給水原価×１００
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2．小牧市水道事業ビジョン・経営戦略

2.3 経営目標③︓内部留保資⾦残⾼の確保
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横内浄水場の更新工事や管路の耐震工事の実施により、急激に資金期末残高が減少しています。

震災等の災害が発生してから通常業務が可能な状態に戻るまでに必要な経費相当額として、
１年分の事業運営に必要な経費20億円程度を内部留保資金残高として確保することとしました。

R6R5R4R3R2単位
29.1238.7648.6754.0955.36億円資金期末残高

△ 9.64△ 9.91△ 5.42△ 1.27△ 0.56億円年度内増減額
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2．小牧市水道事業ビジョン・経営戦略

2.3 経営目標④︓⽼朽管の更新
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更新基準年
管種 小口径管路

(φ300未満)
基幹管路

(φ300以上)
4040石綿セメント管

4040高級鋳鉄管

60〜10060〜80ダクタイル鋳鉄管

6060鋼管（ナイロンコート、ライトニング、塩化ビニルライニング）

8070鋼管

8070ステンレス鋼管

10080高密度ポリエチレン管

4040ポリエチレン管

5050耐衝撃性塩化ビニル管

5050塩化ビニル管

R6末R5末R4末R3末R2末指 標
920919918915914管路延⻑（kｍ）

小牧市には900kmを超える管路があります。管路の更新基準年は管種によって異なります
が、最大でも100年なので、少なくとも年1.0%以上は工事をしないと、更新が追い付いてい
ないことになります。



2．小牧市水道事業ビジョン・経営戦略
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2.3 経営目標④︓⽼朽管の更新

現行ベースの管路更新率 0.51％
（R2～R5の平均）で管路更新工事を
進めると、将来的には更新基準年超過
率（更新基準年を超えた管路の割合）
が最大６０％程度まで上昇する見込み
です。
耐用年数を超過した管路が半分を超
えると、緊急修繕の大幅な増加が想定
されます。

R6R5R4R3R2指 標
0.470.500.390.550.59管路更新率(%)



2．小牧市水道事業ビジョン・経営戦略
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2.3 経営目標④︓⽼朽管の更新

【更新率0.51％】 【更新率1.0％の場合】

管路の更新基準年は最大100年であることから、管路更新率を1.0％まで上げます。

管路更新率を1.0％まで上げれば、更新基準年超過率は最大でも40％未満に抑制されること
から、管路更新率の目標を施設整備計画の計画期間20年間の平均で1.0％に設定しました。



３．小牧市水道事業の財政⾒通し
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現体制下での本格的な更新事業の実施は困難であるため、2032（令和14）年度までを準備期間と
して、2033（令和15）年度から本格的に管路更新事業を開始するものとして、施設整備計画の計画
期間の20年間の平均で管路更新率1.0％とすることを目標として管路更新事業費を見込み、整備費
用を算出しました。

3.1 整備費⽤の⾒込み



３．小牧市水道事業の財政⾒通し

3.2 財政シミュレーション
今後20年間の整備費用の見込みを反映し、財政シミュレーションを実施した結果、2030（令和12）
年度までは資金残高を20億円以上確保できる見通しですが、2031（令和13）年度には資金残高が
20億円を下回り、本格的な整備事業が始まる203３（令和1５）年度にはマイナスに転じることが予測
されます。
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３．小牧市水道事業の財政⾒通し
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20４５（令和２７）年度までは資金残高を20億円以上確保するため、2028（令和10）年度に水道料
金の改定をすると仮定すると改定率６９％の改定が必要な見込みです。

3.2 財政シミュレーション


